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Identification manual of the lycid-beetles in Japan, VI
Kiyoshi Matsuda

前回はベニボタル亜科 Lycinae と本亜科に所属す
るベニボタル族 Licini の解説を行った．今回はス
ミアカベニボタル族 Conderini と本族に所属するス
ミアカベニボタル属 Conderis 4 種とチュウゼンジ
ベニボタル属 Xylobanellus 1 種の解説を行いたい． 

スミアカベニボタル族
Conderini Bocák & Bocáková, 1990

体は中型から大型で，両側縁はほぼ平行か後方
に向けてわずかに広がる．頭部は短く，前頭は吻
状に伸長しない．触角は雌雄ともに鋸歯状．前胸
背板は隆条により 5 室に分かれ，中央室は幅が狭
い．上翅は 4 本の第 1 次隆線をそなえ，各隆線間
には弱い 2 点刻列か明瞭な 1 点刻列が認められる．
雄交尾器のペニスは長く，側片も長い．基片は短く，
円形である．

旧北区と東洋区に分布する．

日本産スミアカベニボタル族 Conderiniの属の検索表
1(2) 上翅第1次縦隆線間に網目状の弱い2点刻列を

もつ....................スミアカベニボタル属Conderis
2(1) 上翅第1次縦隆線間に格子状の明瞭な1点刻列

をもつ..チュウゼンジベニボタル属Xylobanellus

スミアカベニボタル属Conderis C. O. Waterhouse, 
1879

タイプ種： Calopteron signicolle Kirsh, 1875（マレー
半島）.

[ 成虫 ] 体は中型から大型．頭部は短く，前頭は
前方に伸長しない．複眼は小さい．触角は雌雄と
もに鋸歯状．小あごひげは 4 節からなり，下唇ひ
げは 3 節からなる．前胸背板は横長で五角形．背
面は 5 室に分かれ，中央室は多くの種で小さい．
上翅は背面に 4 本の第 1 次縦隆線をそなえ，各隆
線間には弱い 2 点刻列が認められる．脚は中位の
長さで，爪は単純．雄交尾器のペニスは長く，弓
状に曲がる．側片は長く，幅が狭い．基片は短く，
円形である．

[ 幼虫 ] 未見．
旧北区東部と東洋区に分布し，これまでに 20 種

以上の種が記録され，日本からは次の 4 種が知ら
れている．

日本産スミアカベニボタル属 Conderisの種の検索表
1(4) 上翅は先端部に1対の大きい，縦長の赤紋をも

つ．
2(3) 上翅先端部の赤紋は中央に届かない．上翅

は肩部にも1対の明瞭な赤紋をもつ．6.3–13.0 
mm．本州・四国・九州・下甑島．…....….........

 .........スミアカベニボタルConderis pictus Gorham
3(2) 上翅先端部の赤紋は中央付近まで幅広く伸

長する．上翅は肩部に先端部の赤紋につな
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がる1対の赤紋をもつか，または，この赤紋
を欠く．5.7–9.2 mm. 四国．…..............スソ
アカベニボタル Conderis chujoi K. Ohbayashi

4(1) 上翅は先端部に1対の大きい，縦長の赤紋を欠
く．

5(6)  上翅は会合縁，第1次縦隆線と側縁が赤い
短毛で密に被われる．5.8–11 .7  mm．本州
（中部以北）….......................................…ス
ジアカベニボタル Conderis orientis Gorham

6 ( 5 )  上翅は肩部と会合縁・側縁の先端部が赤
い短毛で密に被われる．5.8–10 .7  mm．本
州・四国・九州................................カタア
カベニボタルConderis rufohumeralis Nakane

1. スジアカベニボタル Conderis orientis Gorham, 
1883（図1, 3, 7, 13, 18, 19）

5.8–11.7 mm．体は黒色から黒褐色．頭部・触角・
前胸背板・小楯板・脚は黒色または黒褐色．上翅
は黒色で，会合縁・第 1 次縦隆線・側縁は赤色の
短毛で密に被われ，第 2 次縦隆線・横隆線は赤色
の短毛で疎らに被われる．前頭は短い．複眼は小
さく，複眼間の距離は雄で複眼長径の約 1.9 倍，雌
で約 2.7 倍．触角は長く，強い鋸歯状で，上下に平
圧される．小あごひげと下唇ひげの末端節は斧形
で，やや長い．前胸背板は横長の五角形，後角は
三角状に側後方に突出する．背面は 5 室からなり，
前 2 側室は後 2 側室よりわずかに狭い．中央室は
小さく，その幅は前側室の約 0.3 倍．小楯板は二
葉状．上翅は長く，後方に向けてわずかに広がり，
先端部でそれぞれ幅広く丸くなる．上翅背面は 4
本の第 1 次縦隆線をそなえ，各隆線間は弱い不規
則な網目状の 2 点刻列からなる．脚は中位の長さで，
平圧され，爪は単純である．雄交尾器のペニスは
細長く，側面から見て弓状に曲がり，先端部は丸
く広がる．側片は長く，ペニスよりわずかに短い．
基片は短く，円形である．分布：本州（中部以北）．

[ 備考 ]　 本種は上翅に赤い縦筋を 4 本もつ中
型のベニボタルであり，葉上で活動しているとき
などは色彩的にもよく目立つ．このような上翅
の色彩は同所的に分布するヤマトアミメボタル
Xylobanus japonicus Bourgeois にも見られるが，本
種の前胸背板が隆条によって 5 室に分割されるの
に対し，ヤマトアミメボタルの前胸背板は 7 室に
分割されるので容易に区別することができる． 

2.  カタアカベニボタルConderis  rufohumeralis 
Nakane, 1958（図4, 8, 13, 20, 21）

5.8–10.7 mm. 体は黒色から黒褐色．頭部・触角・

前胸背板・小楯板・脚は黒褐色．上翅は黒色で，
光沢を欠き，会合縁・側縁は先端部で赤味を帯び，
第 3 および第 4・第 1 次縦隆線は肩部に短い，明
瞭な赤紋をもつ．上翅の黒色部は黒色の短毛で被
われ，赤色部は赤色の短毛で被われる．前頭は短
い．複眼は小さく，複眼間の距離は雄で複眼長径
の約 1.8 倍，雌で約 2.2 倍．触角は長く，強い鋸歯
状で，上下に平圧される．小あごひげと下唇ひげ
の末端節は斧形で，幅広い．前胸背板は横長の五
角形，後角は三角状に強く側後方に突出する．背
面は 5 室からなり，前 2 側室は後 2 側室と比べて
明らかに狭い．中央室は小さく，その幅は前側室
の約 0.3 倍．小楯板は舌状または台形．上翅は長く，
後方に向けてわずかに広がり，先端部でそれぞれ
幅広く丸くなる．上翅背面は 4 本の第 1 次縦隆線
をそなえ，各隆線間は弱い不規則な網目状の 2 点
刻列からなる．脚は中位の長さで，平圧され，爪
は単純である．雄交尾器のペニスは細長く，側面
から見て弓状に曲がり，先端部は幅広く丸くなる．
側片は長く，ペニスよりわずかに短い．基片は短く，
円形である．分布：本州・四国．

[ 備考 ]　本種は青森県恐山（下北）をタイプ産
地にスジアカベニボタルの変種として記載された
が，その後，Nakane (1969) により種に昇格された．
岐阜県大白川では，日陰の湿った朽木の表面や周
囲の広葉樹の葉上に本種とスジアカベニボタルの
多数の個体が観察できたが，これら 2 種の上翅の
色彩には中間的な型が認められず，容易に両種を
区別することができた． 

3. スミアカベニボタルConderis pictus Gorham, 1883
（図5, 9, 14, 22, 23）

6.3–13.0 mm. 体は黒色から暗赤褐色．頭部・触
角・前胸背板・小楯板・脚は黒褐色または暗赤褐色．
上翅は黒色で，光沢を欠き，1 対の幅広い赤紋を先
端部にもち，また，あと 1 対の明瞭な赤紋を肩部
にもつ．上翅の黒色部は黒色の短毛で被われ，赤
紋部は赤色の短毛で被われる．前頭は短い．複眼
は小さく，複眼間の距離は雄で複眼長径の約 1.6 倍，
雌で約 2.2 倍．触角は長く，強い鋸歯状で，上下
に平圧される．小あごひげと下唇ひげの末端節は
斧形で，やや長い．前胸背板は横長の五角形，後
角は三角状に強く側後方に突出する．背面は 5 室
からなり，前 2 側室は後 2 側室と比べ明らかに幅
が狭い．中央室は小さく，その幅は前側室の約 0.3
倍．小楯板は舌状．上翅は長く，後方に向けてわ
ずかに広がり，先端部でそれぞれ幅広く丸くなる．
上翅背面は 4 本の第 1 次縦隆線をそなえ，各隆線
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図1–16．スミアカベニボタル族の前胸背板（1–2），背面図（3–6），触角（7–11），小あごひげ（12–16）．1，スミアカベニ
ボタル属；2，チュウゼンジベニボタル属；1，3，7，12，スジアカベニボタル；4，8，13，カタアカベニボタル；5，9，
14，スミアカベニボタル；6，10，15，スソアカベニボタル；2，11，16，チュウゼンジベニボタル．
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図17–27．スミアカベニボタル族の背面図　(17)，雄交尾器　(18–27)；18，20，22，24，26，腹面；19，21，23，25，27，背
面． 18，19，スジアカベニボタル；20，21，カタアカベニボタル；22，23，スミアカベニボタル；24，25，スソアカベニ
ボタル；17，26，27，チュウゼンジベニボタル．
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間は弱い不規則な網目状の 2 点刻列からなる．脚
は中位の長さで，平圧され，爪は単純である．雄
交尾器のペニスは細長く，側面から見て弓状に曲
がり，先端部は幅広く丸くなる．側片は長く，ペ
ニスよりわずかに短い．基片は短く，円形である．
分布：本州・四国・九州・下甑島．

4. スソアカベニボタル Conderis chujoi K. Ohbayashi, 
1954（図6, 10, 15, 24, 25）

5.7–9.2 mm. 体は黒色から黒褐色．頭部・触角・
前胸背板・小楯板・脚は黒褐色．上翅は黒色で，
光沢を欠き，第 4・第 1 次縦隆線基部でわずかに赤
味を帯び，これにつながり翅端の内側まで伸長す
る 1 対の幅広い赤紋をもつ．上翅の黒色部は黒色
の短毛で被われ，赤紋部は赤色の短毛で被われる．
前頭は短い．複眼は小さく，複眼間の距離は雄で
複眼長径の約 1.8 倍，雌で約 2.2 倍．触角は長く，
強い鋸歯状で，上下に平圧される．小あごひげと
下唇ひげの末端節は斧形で，幅広い．前胸背板は
横長の五角形，後角は側後方へ三角状に強く突出
する．背面は 5 室からなり，前 2 側室は後 2 側室
よりわずかに狭い．中央室は小さく，その幅は前
側室の約 0.3 倍．小楯板は二葉状または舌状．上翅
は長く，後方に向けてわずかに広がり，先端部で
それぞれ幅広く丸くなる．上翅背面は 4 本の第 1
次縦隆線をそなえ，各隆線間は弱い不規則な網目
状の 2 点刻列からなる．脚は中位の長さで，平圧
され，爪は単純である．雄交尾器のペニスは細長
く，側面から見て弓状に曲がり，先端部は中程度
に丸くなる．側片は長く，ペニスよりわずかに短い．
基片は短く，円形である．分布：四国． 

[ 備考 ]　本種は四国の固有種であり，剣山や石
鎚山などの生息地域では，より広い分布域をもつ
カタアカベニボタルやスミアカベニボタルと同所
的に見られるが，後2種と比較して個体数は少ない． 

チュウゼンジベニボタル属Xylobanellus Kleine, 1930
タイプ種： Xylobanellus atricolor Kleine, 1930（マ
レー半島）.

[ 成虫 ] 体は中型から大型．頭部は短く，前頭は
前方に伸長しない．触角は長く，雌雄ともに鋸歯状．
小あごひげは 4 節からなり，下唇ひげは 3 節から
なる．前胸背板は横長で五角形．背面は 5 室に分
かれ，中央室は幅が狭い．上翅は背面に 4 本の第 1
次縦隆線をそなえ，各隆線間には 1 点刻列が認め
られる．脚は長く，爪は単純．雄交尾器のペニス
は長く，幅が狭い．側片は長い．基片は短く，円
形である．

[ 幼虫 ]　体は細長く，上下に平圧される．頭部
は横長で，両側に 1 対の単眼をもつ．触角は 2 節
からなり，第 2 節は先端で幅広く丸くなる．胸部 3
節と腹部第 1 節から第 8 節までは突起を欠く．胸
部背板と腹部背板は腹部第 9 節を除き中央で縦に
二分される．腹部第 9 節は 1 対の長い尾突起をもつ．

旧北区と東洋区に分布し，これまでに 6 種が記
録され，日本からは次の 1 種が知られている．

1. チュウゼンジベニボタル Xylobanellus tenuis 
(Kôno, 1932)（図2, 11, 17, 26, 27）

5.2–6.9 mm. 体は黒褐色から暗赤褐色．頭部・触角・
小楯板・脚は黒褐色から暗赤褐色．前胸背板は黒
褐色で，隆縁と隆条，側縁部は淡色になる．上翅
は黒褐色から黄褐色，会合縁・第 1 次縦隆線・側
縁は赤色の短毛で密に被われ，横隆線と点刻内部
は疎らに赤色の短毛で被われる．前頭は短い．複
眼は大きく，複眼間の距離は雄で複眼長径の約 0.9
倍，雌で約 1.4 倍．触角は長く，強い鋸歯状で，上
下に平圧される．小あごひげと下唇ひげの末端節
は斧形で，幅広い．前胸背板は横長の五角形，後
角は三角状に側後方に向けて強く突出する．背面
は 5 室からなり，前 2 側室は後 2 側室よりわずか
に狭い．中央室は狭く，その幅は前側室の約 0.2 倍．
小楯板は台形状．上翅は長く，平行状か，後方に
向けてわずかに広がり，先端部でそれぞれ幅広く
丸くなる．上翅背面は 4 本の第 1 次縦隆線をそなえ，
各隆線間は明瞭な，大きい格子状の 1 点刻列から
なる．脚は中位の長さで，平圧され，爪は単純で
ある．雄交尾器のペニスは細長く，側面から見て
弓状に曲がり，先端に向けて狭くなる．側片はペ
ニスよりわずかに長い．基片は短く，円形である．

[ 備 考 ]　 本 種 を タ イ プ 種 と し て 創 設 さ れ た
属 Chuzenjianus Kôno, 1932 は， 現 在 Xylobanellus 
Kleine, 1930 のシノニムとして扱われている (Kleine, 
1942; Nakane,1969; Bocák, L. & M. Bocáková, 1990; 
Bocák, L., 1998; Bocáková, M., & L. Bocák, 2007)．

末筆ながら，本稿をまとめるにあたり，貴重な
標本のご協力をいただいた津市の秋田勝己氏，逗
子市の露木繁雄氏，大阪市の畑山武一郎氏，さい
たま市の三蔭外茂冶氏，徳島市の吉田正隆氏に厚
く御礼申し上げる．
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【短報】ウスモンマルガタテントウダマシの記録
ウスモンマルガタテントウダマシ Dexialia sasajii 

Narukawa, 2007 は，青森県，三重県および兵庫県
で採集された標本に基づいて記載され（Narukawa, 
2007），その後，尾崎（2010）により宮城県気仙沼
市より追加記録されているだけである． 

筆者は，新たに下記の標本を確認したので報告
しておく．

１ ex.， 北 海 道
河東郡音更町十勝
ケ 丘，20–26．VI．
2009，T. Watanabe
採集，筆者保管．

１ex.，群馬県吾
妻 町 須 賀 尾 峠， 7．
VII．2002，八坂充
採集，筆者保管．

１ ex.， 徳 島 県
三好市東祖谷名頃
乙 女 谷 渓 谷，28．
VII–5．VIII．2005，
田中光治採集，筆
者保管．

１ex.，大分県由布市庄内町阿蘇野男池（標高 860 
m），14．VII．2013，斎藤昌弘採集，筆者保管（図 1）．
雑木林のやや薄暗い林床のササ群落のスイーピン
グにより得られた．

図1．ウスモンマルガタテントウダ
マシ（大分県由布市庄内町阿
蘇野男池産）．

なお，末筆ではあるが貴重な標本を検する機会
を与えていただいた平野幸彦氏，斎藤昌弘氏およ
び吉田正隆氏，標本写真を撮影していただいた稲
垣政志氏に，心よりお礼申し上げる．
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